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全国高等学校教頭・副校長会

　　　　第64回全国大会に向けて

　　　

北海道高等学校等教頭・副校長会会長
北海道大会運営委員長

高橋　昌宏

7 月 31 日 ( 木 )、8 月 1 日 ( 金 ) の 2 日 間、
北の都・札幌市の札幌市教育文化会館を会場と
して、第 64回全国高等学校教頭・副校長会総
会及び研究協議大会を開催します。
統一主題は、「日本社会に根ざしたウェルビー

イングの向上につながる高校教育の在り方～学
校から世界へ　持続可能な社会を目指して～」
です。開会に当たって、文部科学省より直面す
る教育課題についてご講話をいただきます。ま
た、全体講演として株式会社北海道日本ハムファ
イターズ常務取締役の前沢賢氏から球団経営や
日本初のボールパーク構想等についてのご講演
をいただきます。分科会では全国から 12本の
研究発表が用意され、主催地の北海道は「管理
運営研究」「高校教育研究」「生徒指導研究」の
全分野で発表します。歓迎公演では北海道大麻
高等学校のチアリーディング部による華麗な演
舞を参加者にお届けします。どうぞお楽しみに
してください。
なお、7月 30日 ( 水 ) の全国理事研究会に先

立って開催されます講演は、株式会社セコマ代
表取締役会長の丸谷智保氏からご講演をいただ
きますことも申し添えます。
さて、北海道には道立高等学校 186校、市町

村立高等学校 31校、私立高等学校 55校、中等
教育学校２校があります。ご承知のとおり広域
分散型の特殊な地域性があるため、道立高等学
校では 14の教育局のもと、「地域連携校・地域
連携協力校」「遠隔授業配信」「道立学校間連携」
「小規模による地域と連携・協働した高校魅力化
推進」といった多様な事業を展開し、特色のあ
る教育活動が実践されています。その中で、北
海道高等学校教頭・副校長会では、春と秋の２回、
すべての教頭・副校長が一堂に会して研究協議
会を開催しています。また、傘下にある９つの
支部では、支部ごとに情報交換や円滑な学校運

営に向けた協議等を行うなど管理職としての資
質向上と横のつながりを意識したネットワーク
の構築に務めています。
北海道においては、全国を上回るスピード

で進む人口減少、少子高齢化により、地域の暮
らしや経済を支える担い手不足が大きな課題と
なっており、本道の持続的な発展を支える人づ
くりの重要性はますます高まっています。近年、
いじめ・不登校対策や子どもたちの命と健康を
守る安全対策、学校における働き方改革など、
教育を取り巻く課題は多様化・複雑化しており、
こうした課題に向き合いながら、高校教育の充
実を図るため、都市部への人口集中が進む中、
今後とも地域社会の教育力を維持するとともに、
誰一人取り残されることなく、幼児期から安心
して質の高い教育を受け、生涯にわたって学び
続けることができる環境を整える必要がありま
す。そこで、本道における教育・学術・文化の
振興に関する総合的な施策の目標・方針を示す
「北海道総合教育大綱」を４月に改定し、地域社
会全体で子どもを見守り育てていく取組を支え
る人材の育成・確保に向けた施策を推進してい
るところです。
最後になりますが、参加者の皆様には、他県

の素晴らしい実践に触れていただくとともに、
協議や情報交換を通して、各校・各都道府県の
高校教育のさらなる発展につながることを願っ
ております。第 64回全国大会を開催するため、
準備委員会を立ち上げ、多くの教頭・副校長が
時間をかけて協議・準備に奔走してまいりまし
た。当日は、北は稚内、東は根室、南は函館を
はじめとしたオール北海道の教頭・副校長が「イ
ランカラプテ」（アイヌ語で「こんにちは」や「は
じめまして」という意味の挨拶の言葉）の合言
葉で北海道の教頭・副校長一同、おもてなしを
します。
ここ数年は北海道でも夏が徐々に暑くなって

きましたが、皆様にとりましては、きっと涼し
い夏が体験できると思います。雄大な大自然と
古より歴史・文化が息づく北海道へぜひともお
越しください。

　　（北海道札幌東高等学校　副校長）
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シップのもと、より良い学校づくりを進めてい
くという一択で取り組んでいく姿勢が求められ
ます。我々しか先頭に立ってやり遂げられる者
は居ないという矜持を教頭・副校長が覚悟を決
めて邁進していくしかないと思います。
さて、7月 30 日 ( 水 ) から 8 月 1 日 ( 金 ) に

かけて、北海道札幌市において、第 64 回全国
大会を開催いたします。開催準備に腐心されて
いる北海道高等学校教頭・副校長会の皆様には、
心より感謝申し上げます。北海道は、広大な面
積と雄大な自然、酪農業の生産物や豊かな魚介
類などに恵まれております。また、船舶航路に
よる交易が中心だった時代は、物流だけでなく
技術や文化交流の窓口でもありました。明治期
以降は開拓ということで多くの人々が近代化を
進めてきた背景もあります。それらグローバル
精神、パイオニア精神も北海道の教育に引き継
がれていることと思います。
北海道大会の統一主題は『日本社会に根ざし

たウェルビーイングの向上につながる高校教育
の在り方～学校から世界へ　持続可能な社会を
目指して～』です。北海道総合教育大綱には、
以下４つの基本方針が示されています。「Ⅰ持続
可能な社会の創り手を育む」「Ⅱ誰一人取り残さ
れない子どもの学びと育ちの環境を整える」「Ⅲ
地域と産業を担う人を育む」「Ⅳ生涯を通じて学
び続ける人を育む」です。いずれも汎用性が高
く、他都府県でも取り組むべき内容であります
ので、その施策の展開・進捗状況に注視し、適
宜情報共有、参考にしながら相互に各高校の教
育活動をより良い学校づくりに取り組んでまい
りましょう。
全国大会の目的は、本会会員である教頭、副

校長先生方の連携を図ることとともに、諸課題
について研究協議を行い、私たちの資質向上、
高等学校教育の充実を図ることにあります。校
務ご多用の中とは存じますが、北海道に各地よ
り会員の皆様が多数参加されることをお願いい
たします。重ねて、高橋昌宏大会運営委員長を
はじめ、北海道高等学校等教頭・副校長会の皆
様にはお世話になります。
今後も、教頭・副校長先生の皆様には、ご健

康に留意され、校長先生ならびに各教育委員会
の皆様には、引き続きご理解とご支援をお願い
して、ご挨拶といたします。

（東京都立千早高等学校　副校長）

北海道大会に向けて
　

会長　松井　章朗

令和７年度も、早３カ月が経過しました。年
度替わりにあたり全国高等学校・教頭・副校長
会の会長としてご挨拶申し上げます。
昨年は、コロナ禍以前に近い教育活動が全国

の高等学校で展開され、学校が学びの場として
活性化してきました。GIGAスクール構想による
一人１台端末の本格導入をはじめ ICT の活用が
進みつつある中で、高校現場では、小中学校時
で ICT 機器を文房具代わりに使用していた生徒
や保護者から、より高度な教育内容を求められ、
大きなプレッシャーを感じている教員も少なか
らず居ることと思います。そのような中で、教
頭先生、副校長先生方は、より深い学びにつな
がるような学習指導や特別活動に向けて、日々
研究、研修に取り組んでいる先生たちの先頭に
立たなければならないという難しい立場でもあ
ります。また、教育の DX化（デジタル・トラ
ンスフォーメーション）は教職員の服務、研修
などの事務処理の面でもシステムが導入され、
その対応にも教頭先生、副校長先生方が忙殺さ
れています。さらに、高等学校の授業料無償化
の影響を受け、否応なしに私立学校との競争を
強いられる状況下にあります。授業料を含めて
金銭的に困難な状況のご家庭には良い施策だと
は思います。が、根本的に公立学校は予算面、
立地面ではやや限界があります。中学生や保護
者のニーズに十分応えられていないという現状
もあり、それが公立高校の入選倍率の不振にも
如実に表れています。
一方で、生徒の成長のためにという強い使

命感から長時間労働をいとわず取り組んでらっ
しゃる先生がたくさんに居ます。ライフワーク
バランスの面から、近年の新卒大学生や子育て
や介護等学校外に時間を取られてしまう方々か
ら敬遠されてしまう傾向にあります。学校の総
合的教育力（マンパワー）が低下していること
は肌感覚で痛感しております。公立学校におい
ては、魅力ある教育内容や教育方針を打ち出す
ことはなかなか難しい状況です。しかしながら、
ここはグッとこらえて、笑顔で「個別最適な学
び」「協働的な学び」に向け、校長先生のリーダー
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の学校の管理職だったらと想像すると多くの疑
問があがりました。オンラインで授業を受ける
側の学校では出欠は誰がとるのか、テストはど
うするのか、生徒の学力格差はどう対応するの
か、そもそも各校の時程が合っていないのでは、
学校行事はどうするのか等、学校管理職ならす
ぐに思いつくいくつもの疑問があります。発表
では聴衆の疑問に沿うように一つずつ説明され
ていきました。やはり管理職として気になると
ころ、心配事は同じだなと思いながら聞かせて
いただきました。さらに、オンライン授業発信
側の教員が、自校での授業が少なく、勤務校内
で影が薄くなって気持ちが落ち込み、教頭から
励ましの声掛けをしている話等を聞き、管理職
ならではの苦労はどこの学校でも同じであり、
エールを送りたい気持ちで聞かせていただきま
した。
他都県の様子や課題、考え方や取り組み方の

違いなど、様々な状況に触れることで、学校教
育を色々な角度から視点を変えて見ることがで
きました。自身の視野も大きく広げるとともに、
自県の現状や課題を比較しながら、改めて考え、
深く理解するよい機会にもなりました。
そんな中、令和 7年度からは神奈川県立川崎

工科高等学校の校長職を拝命いたしました。全
国高等学校教頭・副校長会で、多くの皆様のお
話を聞かせていただき、様々な経験をさせてい
ただいたこと、今後は校長としての学校経営に
大いに生かしていきたいと思います。
最後になりますが、全国会長の松井様、事務

局長の玉井様、事務局次長の福田様、総務部長
の岩井様（栃木県）、皆様には１年間大変お世話
になりました。皆様のご支援のお陰で無事に務
めあげることができました。あらためて感謝申
し上げます。令和 7年度は神奈川県立茅ケ崎北
陵高等学校の倉前副校長にバトンタッチとなり
ます。全国教頭・副校長会の益々の発展を祈り
ます。今後ともどうぞよろしくお願いします。

（神奈川県立川崎工科高等学校　校長）

令和6年度を振り返って

前全国総務副部長
神奈川県立学校副校長会

前会長
佐藤　基泰

令和６年度、私は神奈川県立学校副校長会会
長を拝命しました。この職と同時に、全国高等
学校教頭・副校長会の総務副部長も併せて務め
させていただくこととなりました。前年度は県
副校長会の副会長を務め、全国の様子もある程
度の様子はわかっているつもりで始まった６年
度でした。しかしながら、前任の会長より引き
継ぎの連絡を受け、今年度は全国高等学校教頭・
副校長会の関東地区大会が神奈川県開催である
ことを伝えられ、まったく頭になかったことも
あり、これは大変だと、あわただしく準備を始
めたことを覚えています。
県副校長会としての６月の総会準備や様々な

調査報告、助成金申請、関東大会の準備等、あ
わただしく４月、５月が過ぎていくそのような
中、頼りになったのは仲間の副校長の皆さまで
した。県副校長会の役員で手際よく役割分担し
対応することができました。特に関東大会の準
備では、中心となって準備を進めていただいた
先生方には感謝の気持ちでいっぱいです。関東
大会は会場の都合で当初予定から日程を変更し
ましたが、令和６年 11 月 1 日（金）に横浜開
港記念会館にて開催することができました。や
はり神奈川県にお越しいただくならば開港記念
会館が一番よいだろうとの意見も多く、こちら
になりましたが、当日来館いただいた他都県の
先生方にも喜んでいただけたように思います。
また、講演では、青山学院大学の安藤昇先生に
「実践事例から学ぶ生成 AI を活用した効果的な
教育活動」との演題で講演いただきましたが、
大変好評で、時間が過ぎるのを忘れて聞かせて
いただきました。生成 AI の可能性、既に活用が
進んでいる現状を踏まえて、私も生成 AI を有料
登録し、活用を始めました。
全国の総会・研究協議会も楽しく有意義に

参加させていただきました。ある高校の研究発
表で、３校でオンライン授業を 1年間通して
実施する取り組みの紹介がありました。３つの
学校で１年間同じ授業をオンラインで行うとな
ると、様々な問題があるのではないか、もしそ
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６年度、本部役員会を５回、常任理事・研究部
長会議を３回実施することができました。4月
23 日に春季総会並びに研究協議会、11 月 13
日に秋季研究協議会を実施することもできまし
た。秋季研究協議会では、研究協議について県
高等学校長協会会長・県教育委員会の先生方に
指導助言者として御出席いただき、御講評をい
ただくことができました。また、講演では講師
に筑波大学・神田外語大学 客員教授／警察大学
校講師、Global Manner Springs 代表である　江
上 いずみ 様をお迎えし、「真のグローバル人材
の育成とは何か」～生徒に伝えたいおもてなし
の心～　を演題とし、お話しいただきました。
この講演では名刺交換をはじめとするロールプ
レイングが入るなど、外部の方とお会いする機
会の多い管理職にとってのマナーを学ばせてい
ただきました。また、江上様の体験に基づく胸
を打つお話では、涙ぐむ先生方もいらっしゃり、
参加された副校長・教頭先生方皆さんが、この
講演を聴けて良かったといっていただき、主催
側として役員一同も感動していました。
最後になりましたが、全国の会計監査として、

千葉県の県会長として、充実した１年間を過ご
すことができました。このような貴重な経験を
させていただき本当に勉強になりました。あり
がとうございました。

（千葉県立八街高等学校　校長）

令和6年度を振り返って

前会計監査
千葉県高等学校教頭・副校長協会

前会長
中田　栄治

令和６年度に千葉県高等学校教頭・副校長協
会の会長を務めさせていただきました。また、
全国高等学校教頭・副校長会の会計監査として、
監査業務にあたるとともに本部役員として、本
部役員会、全国総務部会、全国理事研究協議会
等に出席させていただきました。まずは、この
１年間にこのような機会を与えていただきまし
たことに感謝申し上げます。
全国教頭・副校長会では、5月 13 日に会計

監査・本部役員会で全国事務局に初めて伺った
際には不安もありましたが、事務局長の玉井様、
次長の福田様にお世話になり、徐々にですが、
不安を払拭していくことができました。その後
の全国総務部会をはじめとする会議等では、他
の都道府県の副校長先生・教頭先生方から各地
区での課題や取り組みについて伺い、多くの情
報を得ることができました。
8月 1・2 日に行われた全国高等学校教頭・

副校長会総会及び研究協議大会（滋賀大会）で
は全国から 400 人以上の副校長・教頭先生が参
加され、講演や発表についてお話を聞かせてい
ただき、大変勉強になりました。その際、教員
時代に進路指導関係で一緒に仕事をした他県の
先生にお会いし、旧交を温めることもできまし
た。同様に 11 月 1 日に行われた関東地区高等
学校教頭・副校長会研究協議会神奈川大会にも
参加し、ここでも学ばせていただくことができ
ました。特に講演であった「実践事例から学ぶ
生成 AI を活用した効果的な教育活動」では講師
である青山学院中等部情報科非常勤講師　安藤
　昇　様のお話から、今まで AI は、挨拶文を考
えるときの参考程度にしか利用していませんで
したが、働き方改革を進めるうえでも、AI の効
果的な活用が重要であると認識しました。全国
高等学校教頭・副校長会の役員としての意識も
高まり、見識を広げることができ、教頭業務を
検証することもできました。
千葉県高等学校教頭・副校長協会では、令和
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大会や関東地区の研究協議会に参加された教頭
先生方との親睦を大切にするとともに、県内の
多くの教頭先生方が、全国の仲間と交流し、様々
な情報や経験を得られるよう、栃木県立学校教
頭会の体制整備にも努めてまいりました。
今でも印象に残っているのは、滋賀県での全

国大会の折、千葉県の副校長先生と、宿泊先の
最寄り駅近くにある食堂で偶然ご一緒した昼食
のひとときです。ともに公民科倫理を専門とす
る教頭・副校長として、ニーチェやカント、中
島義道先生のお話で盛り上がりました。こうし
た出会いは、お互いの地区の教育施策や教育観
を語り合う貴重な時間となり、全国大会の醍醐
味であると感じております。
全国高等学校教頭・副校長会の総務部長とし

ての任期を終えた今、私はこの１年間の経験を
通じて、本会が、教育の質を高めるための実践
的知見と現場感覚を有する専門職の集合体（ア
ソシアシオン）であるとの考えを強くしました。
デュルケームが唱えた「アソシアシオン」は、
集団の構成員の利益増進を目的とするのではな
く、個人と行政・国を結び、職業倫理と公共性
を育てる中間集団としての意義をもつもので
す。全国高等学校教頭・副校長会も、まさにそ
の理念を体現する組織・団体といえるでしょう。
そして、私たちが孤立することなく、支え合い、
学び合う中で「連帯感」を生み出していくこと
こそが、教育の質的向上という目的そのものに
直結するのだと気付かされました。
結びにあたり、会長及び総務副部長をはじめ

とする全国の役員の皆様方、並びに事務局長様
及び次長様、そして全国の会員の皆様方に、私
にこのような貴重な機会と経験をお与えくださ
いましたことを、心より御礼申し上げます。

（栃木県立栃木翔南高等学校 教頭）

2024 年８月滋賀大会にて

「連帯感」

前・全国副会長
前・全国総務部長

栃木県立学校教頭会
前会長　岩井　謙治

私は令和６年度、栃木県立学校教頭会会長
に指名されるとともに、全国高等学校教頭・副
校長会の副会長及び総務部長を拝命いたしまし
た。この１年間、全国の多くの教頭・副校長の
皆様と出会い、話し合い、学び合う中で、私た
ちの職責の重みと「連帯感」の大切さに改めて
気付かされる機会となりました。
実は「教頭」と聞くと、夏目漱石の『坊ちゃん』

に登場する「赤シャツ」を思い出し、利に聡い
強欲な管理職というイメージを私自身抱いてお
りました。しかし、実際にこの職に就いてみて、
校長の補佐だけでなく、学校現場と教育行政を
つなぐ「実務的な調整役」として、重要な役割
を担っていることを身をもって知ることとなり
ました。その一方で、業務の広さと責任の重さ
から、ときに孤立感や孤独感を抱かずにはいら
れない場面もございます。
先日、NHK「100 分 de 名著」というテレビ

番組で、20世紀初頭に活躍したフランスの社会
学者デュルケームの『社会分業論』を知り、今
の自分の役割について考えさせられました。社
会において各人の役割が分担され、互いに依存
し合うことで個人が自律できるという思想は、
現代社会にも十分に通じるものがあると強く感
じました。教頭・副校長の職務とは、多様な専
門性を有する教職員、行政機関、地域社会、保
護者の皆様等の意見を丁寧に調整し、生徒のた
めの教育活動が協調して展開されるよう導く立
場にあると考えております。
このように多岐に渡って配慮を必要とする

立場を担う役割だからこそ、教頭・副校長同士
のつながり（連帯）が極めて重要であると考え
るに至りました。私は県教頭会会長として、微
力ながらこの「連帯感」の醸成に取り組んでま
いりました。コロナ禍を経て、教育行政と学校
現場の距離を縮めるべく、栃木県教育委員会事
務局の指導主事との意見交換を推進いたしまし
た。また、全国高等学校教頭・副校長会の全国
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なければならないと感じました。それぞれにお
いて、おかげさまで、県内の役員の副校長・教
頭先生方を中心として運営することができまし
た。
「働き方改革」が継続されていても副校長・
教頭の業務は増える一方です。本会では副校
長・教頭の業務軽減に向けて令和６年度、７年
度の２カ年にわたって調査研究に取り組んでい
ます。埼玉県では令和６年度末（令和７年３月）
に時間外在校等時間月 45 時間以内、年間 360
時間以内 100 % の目標達成を目指していました
が、達成されず、令和９年度に向けた新たな働
き方改革基本方針が示されました。ますます、
県全体の働き方改革及び教職員一人ひとりの働
き方のマインドをアップデートさせていく必要
があります。
働き方改革だけの問題ではないと思います

が、管理職希望者の減少も大きな課題となって
います。希望者の減少により、ここ数年、校長
昇任者よりも特例任用・再任用校長のほうが多
くなっています。現職教頭が 10 年も教頭職を
継続する現状があり、現職教頭のモチベーショ
ンが保てなくなっています。また、特例任用・
再任用教頭も増加してきており、本県では再任
用教頭は本会の会員ではないため、副校長、教
頭の数と会員数との間に開きが出てきていま
す。この傾向はまだ続きそうです。
一人１台端末、ICT 教育の推進のほか、様々

な課題が山積しています。そのような状況で、
県内の副校長・教頭だけでなく、全国の皆さん
とも情報交換できたことが私の大きな財産と
なっています。
結びに、会長の松井章朗様をはじめとする全

国の役員の皆さま、事務局の皆さま、会計監査
を一緒に担当した千葉県の中田栄治様、そして
様々な場面でお話をさせていただきました皆様
に改めて感謝申し上げます。令和７年度は埼玉
県立熊谷高等学校の岡田直人教頭に県会長を引
き継いでいただくことになりました。
今後もどうぞよろしくお願いいたします。

（埼玉県立志木高等学校　教頭）

令和6年度を振り返って

前会計監監査
埼玉県高等学校等副校長・教頭会

前会長
佐藤　寛子

私は、令和６年度埼玉県高等学校等副校長・
教頭会の会長として、全国高等学校教頭・副校
長会の会計監査を担当いたしました。
用務としては会計監査のほかに、本部役員会、

全国総部会、全国理事研究協議会に参加させて
いただきました。また、全国教頭会研究協議会
では、研究発表の司会進行を務めさせていただ
きました。どれもこれまでの業務では経験した
ことのないことばかりで、新たな発見が、より
大きな視野で物事を俯瞰する大切さを学ばせて
いただきました。また、全国調査において、埼
玉県立越谷西高等学校教頭蓮見仁先生が中心と
なり「高等学校及び高等学校内に設置される特
別支援学校（養護学校）分校・分教室における
インクルーシブ教育の現状と課題に対する全国
調査」というテーマで全国調査を行わせていた
だきました。全国各地でインクルーシブ教育が
推進され、そのカタチや取組も多岐にわたって
いることが分かりました。いずれの場面におい
ても、埼玉県以外の多くの教頭・副校長先生方
とお会いさせていただく貴重な機会となりまし
た。感謝申し上げます。
11 月には、関東地区高等学校教頭副校長会

研究協議会が横浜市で開催され、埼玉県から 14
名が参加しました。生成 AI を教育現場にどのよ
うに取り入れ、活かしていくかを考えるきっか
けをいただきました。協議会後に食事有の情報
交換会に参加させていただき、他県の状況をお
互いに知ることができました。
埼玉県の会長としては、年３回の理事会、年 

２回の副校長・教頭会総会、年１回の研究協議
会を開催しました。研究協議会では高校部会に
よる「教頭の働き方改革の取組に関する考察（中
間報告）」と、定時制通信制課程部会による「令
和６年度 埼玉県の定時制・通信制におけるス
クールカウンセラー活用事業について」の 2つ
の発表がありました。どちらも、現在、埼玉県
が課題としている内容で、今後も研究していか
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令和 6年度地区研究協議会 研究発表

令和６年度　北海道高等学校教頭・副校長会
　総会・第１回研究協議会                
（5月15日～16日ホテルライフォート札幌）

〔全体会Ⅰ〕
・「教頭・副校長に期待すること」

北海道教育庁渡島教育局主幹　
　藤村　誠 様

・「管理職のやりがい」 
北海道高等学校長協会会長

宮澤　一 様
〔全体会Ⅱ〕
・「総合的な探究の時間」の質的向上を目指して
～地域と学校の今と未来を紡いでいくCS～」

足寄高校　荒瀬勝彦
〔第1分科会〕
・「学校課題に対応した学校運営～何事も大切
にし、周りから大切にされる人を育てる～を
目指して」　　　　釧路東高校　澤向　亮賢

〔第2分科会〕
・「地域の未来を創造する専門高校を目指して」
～北海道初の単位制専門高校の7年間のあゆ
み～　　　　小樽未来創造高校　前中　孝洋

※第63回全国大会第2分科会で発表
〔第3分科会〕
・「特色ある学科を目指して～地域連携と進路
指導について～」旭川商業高校　對島　康次

･「高等学校における帰国･外国人生徒への支援
体制について」

　函館工業高校（定）鈴木　悟
令和６年度　北海道高等学校教頭・副校長会
第２回研究協議会

（11月15日 ホテルライフォート札幌）
〔講演〕
「スローガンではなくリアリズムで考える」　

　　　　　作家　佐藤　優 様
〔研究協議〕（ワークショップ）
　テーマ：地域や外部と連携した学校運営につ

いて
・講演「地図なき時代のリアル」

　株式会社 大人　代表取締役社長
五十嵐　 真一郎 様

・ゲストトーク
株式会社コモンズファン 林　匡宏 様
株式会社コエルワ    阿曽沼　陽登 様

・実践シェア（実践事例）
北海道大樹高校、北海道名寄高校

令和６年度　第40回東北六県高等学校教頭・副
校長会研究協議大会　　　　　　　　　　　
（10月10日～11日　ホテル白萩（仙台市）

〔研究発表〕
『管理運営部門』
・口頭発表「地域一体での人材育成～大崎教育
フォーラムの実践から～」

宮城県古川高校　阿部　勝
・紙上発表「安心・安全な学校づくり」

青森県立弘前実業高校　吉岡　智
『高校教育部門』
・口頭発表「工業高校における生徒の主体的な
学びと授業改善につながる学習評価」

福島県立平工業高校　先崎　隆幸
・紙上発表「生成AIの授業における活用の一例」

岩手県立高田高校　及川　伸也
『生徒指導部門』
・口頭発表「発達支持的生徒指導の実践例～
学校行事を中心として～」

山形県立東桜学館高校　菅原　吉利
・紙上発表「校則の見直しについて」

秋田県立大館桂桜高校　須田　和仁
〔基調講演〕
・「変化する学びとICT・授業・学校の役割」

東北学院大学文学部教育学科教授　
大学院人間情報学研究科教授　

稲垣　忠 様
〔情報交換〕
Ⅰ「多様な学習ニーズに対応した柔軟で質の高
い学びの実現について」

Ⅱ「働き方改革に関する取組」
令和６年度　関東地区高等学校教頭・副校長会
研究協議会　神奈川大会　　　　　　　　　　

(11月1日　横浜開港記念会館)
〔講演〕
・「実践事例から学ぶ生成AIを活用した効果的
な教育活動」

青山学院中等部　情報科非常勤講師　
 安藤　昇 様

〔研究協議〕
・「地域とともにある学校づくりの取組につい
て～探究学習の現状とその課題～」

　　山梨県立青洲高校　鶴田　博
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・「組織的授業改革で生徒の資質･能力向上を図る
～授業改善推進プロジェクトの現状と課題～

茨城県立並木中等教育学校　照沼　裕一
・「千葉県の公立高校におけるICT活用の現状
と授業改善への取組」

　　千葉県立八街高校　大木　喜信
・「共に学び共に育つ」教育を目指して　～イ
ンクルーシブ教育への取組～

　　神奈川県立上鶴間高校　川田　純子
令和６年度東京都立高等学校副校長研究協議会
（10月15日 国立オリンピック記念青少年総合
　センター）
〔講話〕
　「教師を取り巻く環境整備について」

文部科学省初等中等教育局財務課
堀家　健一  様

〔研究協議〕
・第１分科会 （全日制管理運営研究）
「教師力・学校力の強化に向けた外部資源の活
用について」

多摩高校 花木　敦
・第２分科会（全日制高校教育研究）
「カリキュラム・マネジメントの実際～教育課
程の改善と特色ある教育活動の推進）～

　　　農芸高校　大森　晴彦
戸山高校　長嶋　秀雄

・第３分科会（全日制生徒指導研究）
「生徒指導における東京型外部連携モデルの提案
及び生徒指導における人材育成のための調査」

白鷗高校・附属中　久保田裕人
日比谷高校　　　　青木　正信

・第４分科会（定時制・通信制研究部）
「定時制課程における生徒募集対策の実践につ
いて」

神代高校（定）佐久間　穂
令和６年度北信越地区高等学校教頭・副校長会
連絡協議会
（11月14日～15日　ホテルニューオータニ長岡）
〔研究協議Ⅰ〕
・「新潟の未来をSaGaSu！ ～COREハイスクー
ル・ネットワーク構築事業を通じて～」

新潟県立阿賀黎明高校　南部　泰正
※第63回全国大会第１分科会で発表した
離島地域（佐渡高校）での実践報告に続
く中山間地域における実践報告

〔情報交換〕
「各県（自校）の働き方改革の取組状況や課
題、その他各県（自校）で課題となっている
ことについて」

〔講話〕
「新潟県の教育について」

新潟県教育庁高等学校教育課長
　石橋　弘光 様

〔講演〕
「地域と連携した探究で育まれる希望」
　～高校生たちの成長ストーリーを中心に～」
島根県立津和野高校特任コーディネーター  　
津南町教育委員会総合･探究活動アドバイザー

山本　竜也 様
〔研究協議Ⅱ〕
・「アントレプレナーシップ教育スタートアッ
プ事業の取組」

新潟県立新潟高校　羽二生　大輔
加茂高校　　鈴木　和也

長岡商業高校　　神蔵　紀明
令和６年度　東海地区高等学校教頭・副校長会
連絡協議会総会及び研究協議会

（10月25日　ホテルグランヴェール岐山）
〔研究協議〕
・「魅力ある学校をめざして～尾西地区新入生
状況調査から見えてきたもの～」

愛知県立佐屋高校　早川智代・小澤　豊
・「コンパスぷらん　「子ども中心の学び」へ
　～未来を見据えた名古屋の高校教育の在り方
とは～」

名古屋市立富田高校 太田　年則
名古屋市立山田高校 鈴木　一憲

・「探究活動を通して課題発見・課題解決の力
を養う」

　～Be global! まちなかをキャンパスに～
岐阜県立関高校　関谷　篤

・「磐田地区の自転車通学の現状と安全指導の
在り方について　～ヘルメット着用の努力義
務化をとおして～」

静岡県立磐田南高校　　向井　愛子
静岡県立磐田農業高校　原田　直樹

（磐田地区副校長・教頭会）
・「生徒にとって、安全・安心な学校づくりと
支援について」

三重県立宇治山田商業高校　入江　昇
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第38回四国高等学校教頭・副校長会　研究協議会
（10月24日～25日　にぎたつ会館（松山））
〔講演〕
「地域学習における博物館等との連携や支援
について～地域の歴史を学び・継承する～」

松山市考古館　館長　梅木　謙一 様
〔研究発表・研究協議〕
・「瀬戸内をフィールドに地域課題を解決する
ことができる生徒」を育てる

　―キミの未来を誠勤礼(セキレ)で切り拓くー
香川県立坂出商業高校　渡辺　剛

・「地域とともに歩む地域貢献活動
　―学校・地域・NPO・県・市の有機的な関わ
りの中で持続可能な取組―

徳島県立穴吹高校　山下　和利
・「地域で学ぶ、海外で学ぶ、室戸高校の教育
戦略」

高知県立室戸高校　岡本　純人
・「地域と連携した探究学習等により、未来を
切り拓く人材の育成を目指す

　― 一人一人を大切にした教育の推進 ―」
愛媛県立伊予高校　大内　誠

・「全教職員による学校の魅力発信の取組み
　ー本校の抱える課題解決に向けてー」

香川県立農業経営高校　大津　政人
・「地域との連携による学校の特色化・魅力化
に向けた取組」

徳島県立鳴門高校　寒川　由美
・「須崎総合高等学校の取組　～「人を思い 人
とつながり 人に役立つ」人材の育成を目指し
て～

高知県立須崎総合高校　森岡　修身
・「地域に愛され、誇れる学校づくりへの取組
について」～今、南宇和高校が熱い！愛南町
が熱い！チーム「南宇和」結成～

愛媛県立南宇和高校　二宮　忠士
第41回九州各県高等学校教頭・副校長研修会
　佐賀大会
（11月7日～8日　グランデはがくれ 佐賀市）
〔講演〕
「竹下製菓の継承と挑戦」 

  竹下製菓株式会社 代表取締役社長
竹下　真由 様

〔研究・実践発表〕
・「みやざきのICTの活用に関する報告」

　～学習指導・生徒指導・働き方改革への活用～
宮崎県立延岡工業高校　大﨑　博志

・「中高一貫校における校務改革への飽くなき
挑戦」

　熊本県立宇土中学･高校　福田　秀夫
・「伊高Renovation ～鹿児島県立伊集院高等学
校の取組～」

鹿児島県立伊集院高校　切手　浩隆
・「コース制導入による普通科改革プロジェク
トの取組　～校内組織体制の見直しと地域と
協働した学校運営をめざして～」

　　佐賀県立唐津西高校　中西　美香

〔各県取組報告〕
テーマ『多様な学習ニーズに対応した柔軟で質

の高い学びの実現』
・福岡県：多様な学習ニーズへの対応に向けた
取組状況について　～高等学校における特別
支援教育の推進について～」

福岡県立城南高校　伊藤　勝啓
・長崎県：教室から始まる学校改革
　～若手教師から学ぶベテラン教師～

長崎県立長崎明誠高校　大久保　明彦
・熊本県：専門高校における地域の特性を生か
した多様な探究学習から主体的な学びへの取
組　～農業教育における「農業を学び、農業
で学ぶ」多様な人材育成

熊本県立菊池農業高校　馬原　俊一
・大分県：大分県における遠隔教育推進の取組
～県教育委員会による大分県遠隔教育配信セ
ンターの立ち上げ～

大分県立大分上野丘高校　佐藤　哲也
・宮崎県：生徒のニーズに対応した学校運営へ
の行政支援

宮崎県立宮崎農業高校　立元　涼子
・鹿児島県：多様な学習ニーズに対応した柔軟
で質の高い学びの実現に向けて～全職員で取
り組む多様な生徒への対応～

鹿児島県立蒲生高校　有水　英二郎
・沖縄県：沖縄県における生徒個々に対応した
授業改善の取組状況について～自己決定でき
る主体的な学習者の育成を目指して～

沖縄県立読谷高校　黒島　直哲
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◎令和７年度上半期の会合予定

１　第 1回全国理事研究協議会
　日程：令和 7年 6月 20日（金）
　場所：TKP 市ヶ谷カンファレンスセンター
２　第 2回全国総務部会
　日程：7月 4日（金）14:00 より
　場所：ナーベルお茶の水２階会員集会室
３　全国研究部会
　日程：7月 30日（水）13:00 より
　場所：北海道札幌市
４　第２回全国理事研究協議会
　日程：7月 30日（水）14:30 より
　場所：北海道札幌市
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発行者　全国高等学校教頭・副校長会
　　　　会長　松井　章朗
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編集者 玉井　篤 
〒 113-0034 東京都文京区湯島 1-5-28

 　　　　　　　　　　　ナーベルお茶の水２階 

電 話　03-5840-6104 
FA X 　03-5840-6108 
E-mail:info@zenko-kyotou.jp

印刷所　株式会社リョーワ印刷 
電 話　03-6382-4667

事務局だより
事務局長　玉井　篤

◎第１回全国総務部会

　5月 23 日 ( 金 )13:00 よりナーベルお茶の水
２階会員集会室にて開催しました。
　総務部会での議題は以下の通りです。
・令和 6年度事業報告
・令和 6年度決算報告・会計監査報告
・全国会長・会計・会計監査の推薦
・第 64回全国大会　大会運営委員会報告
・全国大会の研究発表者と主題
・第１回全国理事研究協議会について
・令和７年度事業計画 ( 案 )
・令和7年度全国特別調査（鹿児島県）について
・令和７年度予算 ( 案 )
・内規の一部改正について
・第 65回全国大会準備委員会報告（東京）
・第１回全国理事研究協議会に向けての事前協
議・調整の依頼について

役職 氏名 県名 学校名
会長 松井章朗 東京 千早
総務部長 岡本英雄 栃木 佐野東
総務副部長 倉前　正 神奈川 茅ヶ崎北陵
総務部員 押野　裕 神奈川 山北
　 〃 神沢隆男 埼玉 深谷第一
　 〃 岩田智光 千葉 清水
　 〃 大木賢一 山梨 韮崎
　 〃 村田聖士 東京 福生
　 〃 山下　剛 東京 調布南
研究部長 古川壽秀 東京 石神井
管理研委員長 須藤　優 栃木 栃木
高校研委員長 簾　雄太 千葉 千葉南
生徒研委員長 伊藤伸一 山梨 都留興譲館
会計 黒谷邦男 東京 第四商業
会計監査 岡田直人 埼玉 熊谷
　 〃 金内佳子 千葉 千葉女子
大会運営委員長 髙橋昌宏 北海道 札幌東
大会運営副委員長 我孫子達也 北海道 札幌南
大会運営事務局長 村上謙二 東京 大麻
大会準備委員長 古島俊雄 東京 拝島
大会準備副委員長 村田聖士 東京 福生
大会準備事務局長 山下　剛 東京 調布南
事務局長 玉井　篤 事務局
事務局次長 福田洋三 事務局

令和 7年度　地区研究協議会開催日程

地区 日程 開催地

北海道 (1) 5/16( 総会のみ）札幌市

北海道 (2) 11/14 札幌市

東北地区 10/23・24 青森市

関東地区 11/14 甲府市

東京地区 10/14 渋谷区

北信越地区 11/13・14 長野市

東海地区 10/24 津市

近畿地区 11/7 京都市

中国地区 8/19・20 松江市

四国地区 10/23・24 高松市

九州地区 10/2・3 長崎市
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